奥さんの心がグラリと揺れたようだ。ポーラがさらに話を続けると-
「うれしいわ!私のケーキをそんな遠くから……。やっぱり私にはマジックケーキ作りが
合ってるのよね。……本当のこというと、このクラブじゃ背伸びして疲れてたところだった
の!ねえ、ビーチで待っててちょうだい。すぐにケーキを焼いて行くから!」
奥さんは、スキップしながら店を出ていった。ぼくらは言われたとおりにビーチへ。
よかった。これで船乗りさんは元気になってスカラビ行きの船を出してくれるだろう。
「おまたせー!さあ、自慢のマジックケーキよ、召し上がれ!」
小1時間もすると、奥さんは屋台をひいて現れた。マジックケーキは、色とりどりのクリ
ームやドライフルーツで飾られていてとてもきれいだった。
いただきまーす!と、口に入れた瞬間!あたりの景色がグンニャリと歪み、世の中は
みんなピンク、ピンク!…次第にぼくは、夢の世界へと落ちていく……。182
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ふと、ぼくは意識を取りもどした。痛む頭を上げてまわりを見回すと、ロボットの姿のま
まの仲間たちが、死んだように倒れている。「ダメだったのか…みんな……」
そういうぼくにも、もう立ち上がる力は残されていなかった。
「いいよね。これで地球は救われたんだ。ぽくらは精一杯頑張ったんだから……」

